予算要求資料
平成27年度9月補正予算　　　支出科目　款：議会費　項：議会費　目：議会費
	事業名　議長会議旅費・議長会議諸費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　議会事務局総務課　管理調整係　電話番号：058-272-1111（内3312）

　　　　E-mail： c12159@pref.gifu.lg.jp
１　事業費
［議長会議旅費］補正要求額　　4,900千円（現計予算額：　1,648千円）
［議長会議諸費］補正要求額　　5,965千円（現計予算額：　6,910千円）
＜財源内訳＞　
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※上段：議長会議旅費　下段：議長会議諸費
２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
①知事のトップセールス同行にかかる経費

・県では、観光、農産物、地場産品を「ぎふブランド」として海外市場に売り込む「飛騨・美濃じまん海外戦略プロジェクト」を展開している。

・平成２７年度のベトナム・フィリピン並びにイギリス・フランス・スイスへの知事渡航（トップセールス）において着実な成果をあげるため、議長が知事に同行し、同プロジェクトの効果的な推進に寄与する。

②副知事の欧州先進事例調査等同行にかかる経費

・県が、「清流の国ぎふ」創生を進める中、航空宇宙産業技術等の調査、東京オリンピックに向けた選手強化並びに関ケ原古戦場のブラッシュアップに向けて、副知事が欧州先進事例調査等を実施する。

・この欧州先進事例調査等において着実な成果をあげるため、副議長が副知事に同行し、「清流の国ぎふ」創生にかかる各事業の効果的な推進に寄与する。

③新正副議長が選出されたことに伴う経費

・平成２７年５月８日の平成２７年第２回岐阜県議会臨時会で選出された新正副議長が各種会議や行事へ出席するための旅費

（２）事業内容

①知事のトップセールスへの議長同行
②副知事の欧州先進事例調査等への副議長同行
③新正副議長が選出されたことに伴う経費

（３）県負担・補助率の考え方

・県10/10（岐阜県議会にかかる経費であるため）

（４）類似事業の有無
・無

３　事業費の積算内訳
［議長会議旅費］○渡航経費　4,193千円　○新正副議長経費　707千円
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	4,840
	・渡航経費　4,133  ・新正副議長経費　707

	対外交流費
	60
	懇談会参加経費

	合計
	4,900
	


［議長会議諸費］○随行職員渡航経費
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	2,466
	随行職員渡航経費

	消耗品費
	693
	手土産購入経費

	役務費
	1,020
	通訳経費

	使用料
	1,786
	　専用車借上げ経費・視察先入場料

	合計
	5,965
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　県議会を代表し各種会議及び行事へ出席し、県の発展に寄与する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	議長、副議長の会議出席に伴う旅費等であり、指標を設定するになじまない性格の経費であるため。


（平成27年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
○全国都道府県議会議長会など、県議会の代表として、各種会議及び行事へ出席。

＜主な出席会議・行事＞

・全国都道府県議会議長会

・東海北陸７県議会議長会　など

　○県議会の代表として、「飛騨・美濃じまん海外戦略プロジェクト」のトップセールスへ同行し、岐阜県ＰＲ活動を実施。

　○県議会の代表として、欧州先進事例調査等へ同行し、県の「清流の国ぎふ」創生にかかる各事業の推進を支援。


（平成27年度の成果）

	・平成27年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　

○県議会の代表として、各種会議及び行事へ出席することを通じて、県の発展に寄与する情報収集・情報発信等を行うことができた。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○


	県議会の代表として、県の発展に寄与する各種会議及び行事への出席は必要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○


	各種会議及び行事への出席を通じて、県の発展に寄与する情報収集・情報発信等を行うことができた。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	無駄のない行程により、効率的に事業を推進している。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
引き続き県の関係部局と協力・連携しながら、情報収集等を行う必要がある。




（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

○県議会の代表として、各種会議及び行事への出席を通じて、県の発展に寄与する情報収集・情報発信を積極的に行っていく。

○「飛騨・美濃じまん海外戦略プロジェクト」について着実な成果をあげるため、県議会代表として支援を継続する。
○「清流の国ぎふ」創生にかかる各事業について着実な成果をあげるため、県議会代表として支援を継続する。


